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◆

国

際

シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム

グ

ロ
ー

バ

リ
ゼ

ー

シ

ョ
ン
時

代

の
留

学

生

の
就
職

支

援

主

催

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

協
力
団
体

日中
島
記
念
国
際
交
流
財
団
助
成
事
業

開
催
日
時

平
成

一
八
年

一
月
一
三
日

（金
）

一
〇

日
○
○
～

会

場

一東
京
国
際
交
流
館
プ
ラ
ザ
平
成

参
加
者
数

約
二
五
〇
名

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
留
学
生
や
学
生
の
み
な
ら
ず
、
大
学
等
教
育

機
関

の
教
職
員
や
、
企
業
、
大
使
館
、
国
際
交
流
機
関
の
職
員
な
ど
、

多
種
多
様
な
機
関
か
ら
の
多
く
の
申
込
が
あ

っ
た
。

午
前
は
、
「多
文
化
共
生
時
代
の
日
本
と
外
国
人
留
学
生
」
を
テ
ー

マ
に
明
治
大
学
商
学
部
教
授
山
脇
啓
造
先
生
と

「東
ア
ジ
ア
連
携
と
国

際
的
人
材
育
成
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
大
和
総
研
チ
ー
フ

・
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
原
田
泰
先
生
の
講
演
が
あ
っ
た
。

留
学
生
の
就
職
支
援
に
関
し
て
、
大
学
、
企
業
の
第

一
線
で
活
躍
さ

れ
る
方
の
講
演
に
、
参
加
者
か
ら
は
活
発
な
質
問
も
あ
っ
た
。

午
後
は
、
「
ア
ジ
ア
の
人
材
育
成
へ
の
協
力
と
日
本
留
学
生
の
就
職

支
援

の
課
題
」
と
題
し
て
、
教
育
現
場
、
企
業
、
省
庁
の
各
界
で
活
躍

さ
れ
る
六
名
に
よ
る
パ
ネ
ル

・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
モ
デ
レ

ー
タ
ー
の
も
と
、
具
体
的

・
総
括
的
に
様
々
な
視
点
か
ら
の
興
味
深
い

議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
パ
ネ
ル

・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

タ
イ
国
人
事
院
海
外
教
育
研
修
部
か
ら
パ
ン
ル
ワ
ン

・
パ
ン
ト
ゥ
ホ
ン

シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
る
、
送
り
出
し
国
側
と
し
て
の
貴
重
な
ご

意
見
も
伺

っ
た
。

そ
の
後
、
会
場
を
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
、
会
議
室
に
移
し
、
三
つ
の
分

科
会
が
行
わ
れ
た
。
各
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
以
下
の
と
お
り
。

分
科
会

一
「企
業
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
の
支
援
体
制
」

分
科
会
二

「留
学
生
は
こ
う
し
て
企
業
を
選
ん
だ
」

分
科
会
三
ケ
ー
ス

・
ス
タ
デ
ィ
ー

「中
国
人
留
学
生
の
日
本
で
の
就

職
の
実
情
」

分
科
会
終
了
後
は
、
再
度
、
国
際
交
流
会
議
場
に
場
所
を
移
し
、
全

体
討
議
が
行
わ
れ
た
。
分
科
会
報
告
と
、
「
国
際
的
人
材
育
成
と
日
本

企
業

・
教
育
機
関
の
連
携
に
向
け
て
」
と
題
し
、
更
に

一
歩
踏
み
込
み
、

現
在
の
問
題
点
、
今
後
の
改
善
策
に
論
点
を
あ
て
、
締
め
く
く
り
に
ふ

さ
わ
し
い
意
義
深
い
討
論
が
行
わ
れ
た
。

◆

「
小

さ

な

地

球

村

」

体

験

プ

ロ
グ

ラ

ム
意

見

交

換

会

～

こ
れ

か

ら

の
国
際

理

解
教

室

を
考

え

る
～

主
催
団
体

日
本
学
生
支
援
機
構
仙
台
支
部

協
力
団
体

松
島
町
教
育
委
員
会

・
松
島
町
国
際
交
流
協
会

・
財
団
法

人
宮
城
県
国
際
交
流
協
会

開

催

日

二

月
二
〇
日

（金
）

会

場

松
島
町
中
央
公
民
館

研
修
室

参
加
者
数

三
〇
名

今
年
度
は
、
国
際
理
解
教
室
を

一
六
回
実
施
。

松
島
第
三
小
学
校
よ
り
事
例
紹
介
と
、
財
団
法
人
宮
城
県
国
際
交
流

協
会
よ
り
平
成

一
七
年
度
宮
城
県
内
の
国
際
理
解
教
育
支
援
事
業
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

ま
た
、
学
校
側
か
ら
は
要
望
等
、
留
学
生
側
か
ら
は
本
事
業
に
参
加

し
た
動
機
や
活
動
の
感
想
等
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

◆

第

三
九

回

全

国
学

生

相

談

研
究

会

議

～
広

島

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

～

主

催

全
国
学
生
相
談
研
究
会
議
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
、
国
立
大
学
法
人
広
島
大
学

協

力

文
部
科
学
省

当

番

校

国
立
大
学
法
人
広
島
大
学

開

催

日

一
月
二
五
日

（水
）
～
二
七
日

（金
）

会

場

広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

参
加
者
数

口
大
学
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
七
八
名

本
研
究
会

議

は
、
新
た

な

学
生
相

談
活
動

の
在
り

方

を
検

討
し
、
学

生
相
談

機

能

の
充
実
を

図
る
た

め
年

一
回
開
催
し

て
お
り
今

年

度

は
第
三
九

回
目

の
開
催

と
な

っ
た
。

本
年
度

の
テ
ー

マ
は

「学

生

相

談

研

究

会

議

の
過

去

・
現
在

・
未
来
」
。

一
日

目

は

、

テ

ー

マ
を

「
学

生

相

談

カ

ウ

ン
セ

ラ

ー

の
研
修

に
求

め
ら
れ

る

も

の
」

と
し
た

シ

ン
ポ
ジ

ウ

ム
を

行

っ
た
。

・
二

日
目
は
、
午

前
中

に

ミ

ニ
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム
と
事

例
研

究
か

ら
な

る

分
科

会

1
を

三
会
場

で
行

い
、
午

後
は
小

柳
晴

生
氏

に
よ

る
特

別
講

演

（演

題

「
カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ

が
必
要

と

さ
れ

る
時

代
背

景
」
）
と

分
科
会
Ⅱ

を
行

っ
た
。

・
三
日

目
は
、
事

例
研

究
、

ワ
ー

ク
シ

ョ

ッ
プ
か

ら
な

る
分
科
会

皿
Ⅲを

二

つ
の
会

場

で
行

っ
た
。

分科会の風景




